
学生納付金（奨学金／修学資金・学費サポート）

学外奨学金

名称 形態 金額 内容

日本学生支援機構奨学金
（第一種）

貸与
（無利子）

自宅通学：
月額２万、３万、４万、5.4万円から選択
自宅外通学：
月額２万、３万、４万、５万、6.4万円から
選択

法律に基づく、広く一般的な修学困難者が
対象の制度です。
学力・家計の基準があります。
なお申請は、入学後の申請と高校３年生を
対象とした高校在学中の予約申請があります。
予約申請については高校の先生に相談して
ください。

日本学生支援機構奨学

日本学生支援機構奨学金
（高等教育の修学支援新制度）

金
（第二種）

貸与
（有利子）

月額２万～

第１区分　自宅通学 月額38,300円
自宅外通学　　　月額75,800円

第２区分　自宅通学 月額25,600円
自宅外通学　　　月額50,600円

第３区分　自宅通学 月額12,800円
自宅外通学　　　月額25,300円

第４区分　自宅通学 月額  9,600円
（多子世帯に限る）　自宅外通学　　　月額19,000円

12万円の間から１万円単位で選択

自治体主催奨学金 貸与

給付

月額５万円程度

地方自治体独自の奨学金制度です。都道府県・
市区町村によって制度の有無・内容が異なる
ため、詳細はお住まいの自治体に確認して
ください。

民間育英財団奨学金
貸与
・
給付

主催団体による 民間の財団が社会奉仕の一環で行う制度です。

〈修学資金・学資ローン〉

名称 制度の内容

学外教育ローン 国や民間の金融機関で取り扱う教育ローンがあります。
詳細は日本政策金融公庫または民間の金融機関で確認してください。

大学提携教育ローン

本学では、入学手続時や授業料の支払い時に、株式会社オリエントコーポレーション、株式会社ジャックスと
提携した教育ローンをご案内しています。これは入学金や授業料などの学生納付金を提携会社が本学へ立て替
え納付し、保護者の方より提携会社へ毎月分割で返済していただく教育ローンです。
※本学WEBサイト「入試情報」の「学費サポート」内「大学提携教育ローン」より、本制度の詳細
　確認およびWEB申し込みが可能です。
※本学を受験する前に事前審査が可能です。
【お問い合わせ先】株式会社オリエントコーポレーション　学費サポートデスク（土日祝休）

TEL.0120-517-325（９：30～ 17：30）
株式会社ジャックス　コンシュマーデスク（一部年末年始等を除き年中無休）
TEL.0120-338-817（10：00～19：00）

＜奨学金＞

名称 形態 金額 人数 内容

福岡国際医療福祉大学

福岡国際医療福祉大学
年 間 成 績 優 秀 賞

特待奨学生奨学金

福岡国際医療福祉大学
学生修学支援事業

給付

給付

貸与

特待奨学生

年間45万円
（特待奨学生Ｓ・Ａは表彰のみ）

年間学生納付金以内の額

年間30万円
（特待奨学生Ｓ・Ａは表彰のみ）

本学独自の奨学金

S
（在学期間中の授業料100％相当額）

（＊診療放射線学科のみ4名）

特待奨学生A
（在学期間中の授業料50％相当額）

看護学部
看護学科各学年
特待奨学生
Ｓ：２名
Ａ：６名

医療学部
各学科各学年
特待奨学生
Ｓ：１名
Ａ＊：３名

看護学部
看護学科各学年

1名
医療学部

各学科各学年
１名

－

●本学には、以下のような奨学金制度があります。原則入学後に申請・審査・決定となるため、入学前には貸与できません。
［奨学金に関する問い合わせ先］　学務課　TEL．092-832-1200

法律に基づき、非課税世帯とそれに準ずる世帯
の所得金額に応じた区分（第１区分～第４区分）
で奨学金が給付になります。この給付奨学生は
同時に高等教育の修学支援新制度対象になり、
区分による入学金・授業料の減免も受けられま
す。入学後の申請と高校３年生を対象とした高
校在学中の予約申請があります。予約申請につ
いては高校の先生に相談してください。

一般選抜前期および大学入学共通テスト利用選
抜の成績上位合格者を対象とした制度です。
奨学金は毎年度給付し、各年度の授業料に振り替
えます（入学後の修学状況により、次年度以降給
付対象とならない場合があります）。詳細は次頁
以降を確認してください。

本学における成績優秀者を対象とした「特待生」
的制度です。前年度の成績優秀者から選考し、２
年次以降各学科・各学年１名に給付します（給付
金は当該年度の授業料に振り替えます）。

学生納付金負担者の不慮の事故等に伴う家計急
変者を対象とした制度です。
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●入学前教育とは、入学までの期間で大学の講義に備えるために実施するものです。英語や理数科目等の基礎学力、大学生に
　必要な表現力の養成を目的とした自習課題に取り組んでいただきます。
●対象者は主に総合型選抜、学校推薦型選抜の入学手続者ですが、学部・学科によっては他の入試区分の入学手続者も対象者
　となる場合があります。対象者には合格発表後、別途連絡します。
●入学前教育は、学部・学科によっては教材費用が必要な場合もあります。

＜入学前教育について＞

＜入試過去問題について＞
●本学の一般選抜の過去問題は、「福岡国際医療福祉大学 2025年度版 入学試験過去問題集」にて公表しています。
　・入学試験過去問題集で対策できる入試／一般選抜前期・一般選抜後期
　・2025年度版 掲載内容／2024年度一般選抜前期 科目試験(問題・解答)
●学校推薦型選抜[公募制]および帰国生徒特別選抜で出題している「一般常識試験」の過去問題(出題例)は、オープンキャンパスや
　入試説明会等で配布しています。
●総合型選抜の過去問題は非公表です。

＜入試過去問題集購入方法＞
●入試過去問題集は、以下の手順で購入できます。

①代金のお振込み
　銀行窓口やATM等で所定金額をお支払いください。支払い方法は銀行振込のみです。

　振込先：西日本シティ銀行　シーサイドももち出張所(店番号727)
　　　　　　普通預金　口座番号3022815　学校法人高木学園　福岡国際医療福祉大学 
　※振込明細書をもって領収書の発行に代えさせていただきます。
　※振込にかかる手数料は申込者本人の負担となります。

②発送先のご連絡
　代金を振込み後、本学にメールもしくはFAXにて申し込んでください。
　●メールでの申し込みの場合
件名に「2025年度版過去問題集購入希望」と入力し、本文に必要事項（①氏名・フリガナ ②申込冊数 ③郵便番号・住所 
④電話番号 ⑤振込完了日）を記載のうえ、本学入試・広報課のメールアドレス（nyushi@takagigakuen.ac.jp) 宛てに送信
してください。

　●FAXでの申し込みの場合
　　WEBサイトの「お知らせ（入試情報）」に掲載している「入試過去問題集　申込用紙」に必要事項（①氏名・フリガナ ②申
込冊数　③郵便番号・住所　④電話番号　⑤振込完了日）を記載のうえ、FAXにて本学入試・広報課（092-832-1167）
へ送信してください。

③本学より発送
　入金確認後、発送いたします。
　※注文日からお手元に届くまで通常５～７日間ほどかかります。余裕をもって注文してください。
　※オープンキャンパス等のイベントでも販売しています。希望する際はイベント会場のスタッフに尋ねてください。

入試過去問題集　問い合わせ先　 　福岡国際医療福祉大学 入試・広報課　　　　　　
TEL：092-832-1200　FAX：092-832-1167
E-mail : nyushi@takagigakuen.ac.jp 　　　　

問題集 振込金額（送料込）

2025年度版
入学試験過去問題集

￥８００

●看護学部看護学科での保健師国家試験受験資格取得のために必要な履修は、選択制とします。履修学生の選抜は、希望者に
　ついて入学後の学修成績、試験、面接等で行い、決定します。
　なお、看護師国家試験受験資格と学士（看護学）の学位は、入学者全員が卒業時に取得します。

　※保健師履修コースを履修する場合は、履修決定後に50,000円の履修費が別途必要となります。

＜保健師履修コースについて＞

学部・学科 保健師履修コースの定員 履修決定時期

看護学部看護学科 18名 ２年次終了時



学部 学科 入学定員 総合型選抜
学校推薦型選抜
［公募制・指定校制］

一般選抜
大学入学共通テスト
利用選抜

帰 国 生 徒
社 会 人
留 学 生
特　別　選　抜前期 後期

医療学部

理学療法学科 5名 15名 若干名 3名 若干名

作業療法学科 5名 15名 17名

17名

17名

若干名 3名 若干名

視能訓練学科 40名

40名

言語聴覚学科 5名 15名 17名 若干名 3名 若干名40名

看護学部 看護学科 15名 35名 43名 若干名 7名 若干名100名

40名

5名 15名 若干名 3名 若干名

24名診療放射線学科 60名 7名 23名 若干名 6名 若干名

入試区分 入学試験日 試験地 出願期間
［当日消印有効］ 合格発表日 入学手続締切日

［当日消印有効］

総合型選抜
〈専願制〉

2024年
10月12日（土）

福岡
2024年  9月18日（水）

～10月  2日（水）

2024年
11月  1日（金）
13：00

2024年
11月 8日（金）

学校推薦型選抜
［公募制・指定校制］

〈専願制〉

2024年
11月16日（土）

福岡
2024年11月  1日（金）

～11月  8日（金）

2024年
12月  2日（月）
13：00

2024年
12月12日（木）

一般選抜前期
〈併願制〉

程
日
Ａ 2025年

1月26日（日）

福岡・山口
長崎・大分
鹿児島

2024年12月17日（火）
～2025年  1月14日（火）

2024年12月17日（火）
～2025年  1月14日（火）

2024年12月17日（火）
～2025年  1月14日（火）

2025年
  2月  5日（水）
13：00

2025年  2月12日（水）

（1次手続）
2025年  2月12日（水）
（2次手続）
2025年  3月10日（月）

程
日
Ｂ 2025年

1月27日（月）
福岡

大学入学共通テスト
利用選抜
〈併願制〉

個別学力検査等は実施しません

大学入学共通テスト
2025年 1月18日（土）・19日（日）

2025年
 2月17日（月）
13：00

2025年  2月25日（火）

（1次手続）
2025年  2月25日（火）
（2次手続）
2025年  3月10日（月）

一般選抜後期
〈併願制〉

2025年
  3月  3日（月）

福岡
2025年  2月12日（水）

～  2月21日（金）

2025年
  3月12日（水）
13：00

2025年
 3月18日（火）

帰国生徒特別選抜
〈専願制〉

2024年
11月16日（土）

福岡
2024年11月  1日（金）

～11月  8日（金）

2024年
12月  2日（月）
13：00

2024年
12月12日（木）

社会人特別選抜
〈専願制〉 2025年

  1月27日（月）
福岡

2025年
  2月  5日（水）
13：00

2025年
   2月12日（水）留学生特別選抜

〈併願制〉

二段階納入方式

一括納入方式／分割納入方式

二段階納入方式

一括納入方式／分割納入方式
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募集人員

◯学校推薦型選抜［指定校制］については、各指定校宛に詳細を通知します。指定の有無や出願資格・選抜方法などについては、
　各高校進路指導室にて確認してください。

入試日程

※一般選抜前期、大学入学共通テスト利用選抜では、入学手続に伴う学生納付金の納入方法として、「一括納入方式」、「分割納
入方式」のほかに１次・２次に分けて納入する「二段階納入方式」を選択することができます。納入金額の詳細は、P.12～13 を確

　認してください。

※学校推薦型選抜の募集人員は、公募制と指定校制を合わせた募集人員です。
※一般選抜前期の募集人員は、A日程とB日程を合わせた募集人員です。
※一般選抜前期および大学入学共通テスト利用選抜では、特待奨学生・一般合格者を選抜します。特待奨学生制度の詳細は、P.5
　～6を確認してください。
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本学では、医療福祉の専門職をめざすみなさんの進学を経済的に支援することを目的として、特待奨学生制度を導入しています。
特待奨学生は「一般選抜前期」、「大学入学共通テスト利用選抜」の合格者より選抜します。なお、入学試験時の科目試験の結果お
よび出願書類を総合的に判定し、特に成績優秀であり、本学の特待奨学生としてふさわしいと認められる人物を選抜します。
特待奨学生にはS・Aの２種類があり、特待奨学生Sは授業料の100％相当額、特待奨学生Aは50％相当額の奨学金を４年間給付し
ます（ただし奨学金は各年度の授業料に振り替えます）。
特別な申請等は必要なく、特待奨学生を選抜する入試の受験者全員が選抜対象となります。面接等の審査もありません。

特待奨学生制度

●特待奨学生対象者数

※特待奨学生は、試験結果の科目合計得点率が60％以上の者を対象として選抜します。

一般選抜前期 大学入学共通テスト利用選抜

特待奨学生Ｓ
授業料100％相当額

特待奨学生Ａ
授業料50％相当額

特待奨学生Ａ
授業料50％相当額

医療学部

理学療法学科 1名 2名 1名

作業療法学科 1名 2名 1名

診療放射線学科 1名 3名 1名

特待奨学生Ｓ
授業料100％相当額

－

－

言語聴覚学科 1名 2名 1名－

看護学部 看護学科 1名 4名 2名1名

－

視能訓練学科 1名 2名 1名－

特待奨学生区分
奨学金給付額

学部・学科

●特待奨学生の資格継続について
特待奨学生の奨学金給付期間は本学学則で定める修業年限とします。ただし、以下の項目のいずれかに該当した場合には、原則として
その後の奨学金給付は行いません。
①留年した場合＊１
②転学科した場合
③本学学則で定める懲戒処分を受けた場合
④前年度の成績が不良の場合＊２
⑤その他、奨学金給付を継続することが適当でないと学長が判断した場合

＊１　休学による留年を除く。
＊２　特待奨学生Sは、前年度の学科内における成績順位が下位50％に入った場合。特待奨学生Aは、前年度の学科内における成績順位が下位40％

に入った場合。

●特待奨学生制度における奨学金給付額

奨学金給付額 特待奨学生S
授業料100％相当額

特待奨学生A
授業料50％相当額

給付額
学部・学科

奨学金
給付額

奨学金
給付前の
学生納付金

→
奨学金
給付後の
学生納付金

奨学金
給付額

奨学金
給付前の
学生納付金

→
奨学金
給付後の
学生納付金

医療学部

理学療法学科

360万円 590万円 → 230万円 410万円180万円 590万円 →

作業療法学科

看護学部 360万円 614万円 → 254万円 434万円180万円 614万円 →看護学科

言語聴覚学科

診療放射線学科

視能訓練学科

※上記学生納付金は４年間の総額です。なお、学生納付金には、授業料以外に入学金（初年度のみ）、実験実習費、施設設備費が含まれます。
※特待奨学生制度により給付される奨学金は各年度の授業料に振り替えます。
※前年度の修学状況によっては、２年次以降、給付対象とならない場合があります。



チャレンジ受験とは、特待奨学生を選抜する入試が実施される前に、今年度実施する入試で合格し入学手続を行っている者（既入学
手続者）が、入学の権利を確保したまま入学手続を行っている学科を第一志望学科としてもう一度受験し、特待奨学生に挑戦する
ことです。チャレンジ受験をして特待奨学生に選抜されなかったとしても、入学に影響することはありません。

●チャレンジ受験について

●特待奨学生制度フローチャート

＜チャレンジ受験出願時の注意事項＞
チャレンジ受験できる入試区分と対象者は下表のとおりです。
入学手続を行っている入試区分によりチャレンジ受験できる入試区分が異なります。

●入学手続を行っている学部・学科を第一志望としてください。
●第二・第三志望学科を選択することはできません。
●「一般選抜前期」や「大学入学共通テスト利用選抜」を受験するた
めには、あらためて所定の出願手続を行ってください。

●入学検定料は、10,000 円です。
●左記の入試の既入学手続者は、専願者として扱うため、チャレン
ジ受験の結果にかかわらず入学を辞退することはできません。

以下の入試における既入学手続者

●総合型選抜
●学校推薦型選抜［公募制／指定校制］
●帰国生徒特別選抜

●一般選抜前期
●大学入学共通テスト
利用選抜

チャレンジ受験できる入試区分 対象者 注意事項

学生納付金振替措置
先行して合格発表が行われた入試区分で入学手続を行っている者が、その後の入試区分において、特待奨学生になった場合や新たに
合格した別の学部・学科への入学を希望する場合は、所定の手続を行うことで学生納付金を振り替えることができます。
振替を希望する場合は、合格者に送付される「学生納付金振替申請書」に必要事項を記入し、新たに入学を希望する入試区分の
入学手続書類と併せて提出してください。詳しくは、合格通知書と同封する「入学手続要項」を確認してください。
※専願制の入試で合格している場合は、学部・学科を変更することはできません。

10月・11月
受験

1月
受験

総合型選抜
学校推薦型選抜

帰国生徒特別選抜の
既入学手続者

一般選抜前期
　大学入学共通テスト利用選抜

特待奨学生Ｓ合格

特待奨学生A合格

一般合格

チャレンジ受験
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受験上の注意

＜試験当日の注意事項＞

合否通知等の勧誘に注意してください
試験当日に最寄の駅付近や試験場付近で合否通知等についての勧誘や印刷物の配布をする者がいますが、これらは本学とは全く
関係のないものであり、本学は一切の責任を負いません。本学の職員あるいは学生を装う悪質な者もいますので十分注意して
ください。

●入室終了時刻までに受験番号で指定された席に着いてください。入室開始時刻よりも前に試験室に入ることはできません。
●原則として、試験開始時間から20分以上遅刻した場合（個人面接については指定された集合時間から20分以上遅刻した場合）は、
　それ以降のすべての科目を受験することができません。ただし、公共交通機関の遅れが原因で遅刻した場合には、遅延証明書の提出に
　より受験を許可します（自家用車の場合は遅刻しても受験は認められません）。
●試験中、机上には受験票のほか筆記用具（HBの黒鉛筆・シャープペンシル・プラスチック製消しゴム）、鉛筆キャップ、携帯鉛筆削
　り、時計（辞書や計算・通信等の機能があるものを除く）、メガネのみ置くことができます。時計のアラームは使用してはいけませ
　ん。ストップウォッチは時計として使用しても構いませんが、音の出るものは使用できません。また、辞書や計算、通信等の機能の
　有無が判別しづらいものについては、監督者が確認をすることがあります。
●試験室には時計がないことがあります。また、試験時間の管理は監督者の時計で行います。
●試験中、スマートフォン・携帯電話・ウェアラブル端末・音の出る機器等は必ず、アラームを解除してから電源を切り、かばん等に
　しまってください。身につけて受験することはできません。また、時計としての使用も認めません。試験当日の携帯電話等の取り扱
　いについては、監督者の指示に従ってください。
●風邪等の理由でハンカチやティッシュペーパー、ひざ掛け等の使用を希望する場合は、試験開始前に監督者に申し出て許可を得てか
　ら使用してください。なお、ティッシュペーパーを使用する場合は、袋から中身を取り出して机の上に置くようにしてください。
●試験時間中、監督者が試験室内の巡視を行います。その際、監督者が顔を上げるように指示することや、マスクやメガネ等を一時的に
　外すよう指示することがあります。
●耳せんは、監督者の指示等が聞き取れないことがありますので使用できません。
●個人面接で物品を使用することはできません。
●試験中の着帽は原則として認めません。また、英文字や格言、地図等がプリントされている服等は着用しないでください。着用して
　いる場合には脱いでいただくことがあります。
●入室終了時刻から試験終了までは、退室できません。
●試験場内では、監督者の指示に従ってください。
●試験当日の昼食は持参してください。ただし、一般選抜前期は12時過ぎに終了予定ですので昼食を持参する必要はありません。
●各試験場とも上履きを持参する必要はありません。
●原則として受験者以外は、試験室のある校舎やフロア等への立ち入りはできません。また、各試験場には、付添者の控室を設置しま
せん。何らかの事情により付添者が必要な場合は、事前に入試・広報課へ連絡してください。

●試験当日に利用できる駐車場はありません。

＜試験場の下見について＞
　●試験場の下見は、外から建物を確認することは可能ですが、建物内（校舎等）への立ち入りはできません。

＜出願の方法について＞
　●すべての入試区分において、インターネット出願サイトを利用して出願を行います。

　●「出願手続（P.29～）」を確認してください。

　●一度受理した書類の内容（志望学部・学科、入試区分、試験地等）の変更は一切認めません。

　●出願書類に不備等があった場合は、志願票の連絡先欄に記載されている電話番号またはメールアドレスに連絡をすることがあります。

第二・第三志望制度について
一般選抜前期・後期、大学入学共通テスト利用選抜では、第二・第三志望制度を設けています。１つの入試区分で第三志望学
科までを選択して出願することができる制度であり、第一志望学科で合格基準に達しなかった場合に、第二志望学科、第三志
望学科で再度合否判定を行います。
なお、看護学部、医療学部の両学部から選択可能です
●この制度を利用するために新たに入学検定料がかかることはありません。
●上位志望学科で合格となった場合、下位の志望学科の合否判定は行いません。

＜受験票について＞
　●受験票の郵送はしません。インターネット出願サイトから受験者が各自で印刷してください（インターネット出願の詳細はP.30～参照）。
　●受験票は印刷後に記載事項を必ず確認し、出願した内容と異なる場合は速やかに入試・広報課まで問い合わせてください。
　●試験当日は、受験票を必ず持参してください。試験場入口や試験室内にて確認します。受験票は休憩時間に試験室を出る際も必ず
　　携帯してください。




